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論 文 内 容 要 旨
ダイズは貴重な油脂および蛋 白源として古 くか ら重要視されてきた作物であるが、水田転換畑
が普及す るにつれて、主要な転換作物として高 く評価 されるようになった。 ダイズには紫斑病、
黒根腐れ病およびウィルス病などが発生 し、その被害には無視できないものがある。なかでも紫
斑病はダイズの子実に紫斑を形成 し、品質を低下 させ るものとして重要視 されている。そこで、
本菌の伝染環 と侵入方法、ならびに発病条件を明 らかにし、その結果に基づき本病の総合的な防
除法の確立について検討 した。




それぞれ類似 してお り、病徴の診断においては病斑部に形成 させた分生胞子を確認す る必要があ
る。一方、本菌はツルマメの葉、茎、葵および子実、ならびにアズキおよびイソゲンの葉 と子実
に病斑を形成 した。 これらの病徴はダイズにおける病徴に極めて類似 しており、病斑には分生胞
子形成が確認 された。
皿.伝 染 源 と 発 病 経 過
本病原菌の越冬方法を明らかにするために、ガラス温室、ガラス室、収納舎および屋外で越年
させたダイズの罹病子実および罹病植物体での菌 の生存率を調べた結果、屋内で越年 させた羅病
子実および罹病茎 ・葵での紫斑病菌の生存率が高 く、 これらが本病の主要な第一次伝染源である
と考えられた。第一次伝染源に感染 した子葉および胚軸は病斑を形成 し、これ らの病斑上に形成
された分生胞子が初生葉および第1,2本 葉の感染源となった。さらに下位葉の病斑に形成 され
た分生胞子が上位葉、続いて葵に感染 して子実の発病 をひき起こし、 このようにして本菌の伝染
環が全 うされることが明 らか となった。なお、子実の発病 は、成熟期17日 前の成熟始期に始ま
り、成熟期に至 る過程 で急速に増加 した。 また、開花6日 後か ら50日 後 まで約3日 ごとに葵に
本菌分生胞子を接種した結果、開花12日 後から37日 後 までの接種で発病粒率が高 くな り、こ
の期間が子実の発病に適 した葵 の感染適期であると考 えられた。一方、茎葉の発病経過 と飛散胞
子数の推移はほぼ同様の傾向を示 した。 とくに、6月 下旬の茎葉の発病程度ならびに8月 中旬か
ら9月 第1半 旬の茎葉 の発病程度と胞子飛散数の推移は、紫斑粒の発生 との相関関係が高かった


















































































































































































































第1図 茎 葉 の 発 病 お よ び 飛 散 胞 子 数 の 推 移 と発 病 粒 率
発病 粒 率 約50%(● ・・●1979年,▲ ・・▲1985年)
10-20%(▽ 一・▽1980年,△ 一・△1981年,○ 一・01983年)
1-5%(・ 一 ・1982年,・ 一 ・1984年)
皿1.環 境 条 件 と 発 病
本病の発生に及ぼす環境条件の影響について検討 した。葉および子実の病斑部における分生胞
子形成の適温は、27℃ 前後であ り、 しかも適温範囲が狭かった。分生胞子の発芽および菌糸生
育の適温は、20～30℃ であった。また、葉および子実におけ る病斑形成の適温は20℃ 前後で
あると推察 された。次に、散水処理時期および回数を変えて紫斑粒の発生に及ぼす降雨の影響を














接 種 後 同 数(日)
第2図 発 病 粒 率 に及 ぼ す 散水 時 期 お よ び期 間 の影 響
注)接 種:8月22日(開 花22日 後)




























IV.病 原 菌 の 侵 入 方 法
ダイズへの紫斑病菌の侵入行動についての観察は、葉、葵および子実で行った。葉および葵 に
分生胞子を接種した時 の侵入方法は、発芽管が直接気孔侵入する場合 と侵入肥大菌糸を形成 して
後気孔侵入する場合の2通 り観察 された。発芽管の直接侵入は、接種2日 後か ら認められたが、
侵入率は低 く2%以 下であった。これに対 し、侵入肥大菌糸による気孔侵入は接種4～5日 後に






接 種 後 日 数(日)
1 2 3 4 5 6 7
侵入肥大菌糸の形成率(%)0













































































縫合線部においては、菌糸は維管束の周囲の柔組織内を進展 し、内表皮へ達 したのに対 し、泰壁
部においては厚膜組織の表層に菌糸塊を形成 してのちに内表皮へ進展した。
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V.耕 種 的 防 除 法
耕種条件としては、地下水位の高 さ、水田転換後年数、栽植密度および収穫時期と乾燥方法の
影響について検討 した。地下水位の高 さが発病に影響を及ぼすことはなかった。水田転換畑ある
いは疎植区では子実 の発病率が高 くなる場合が認められたが、 これはダイズの成熟が遅れて登熟
期間が長 くな り、子実への感染期間が長引いたため と考えられる。 したがって、ダイズの生育を
旺盛にす るような栽培条件は本病の発生を助長する可能性があると思われる。 また、収穫時期が
遅 く乾燥が不十分な場合には子実発病率の増加する傾向が認められることか ら、適期収穫 と早期
乾燥が重要である。















































注)表 中の数 字は1c諺 当た りの分生胞子 数
子をダイズ植物体全体に噴霧 し、その後ガラス室で成熟期まで1日1時 間ずつ散水処理すると品
種の抵抗性検定に適 した発病条件が得られた。一方、成熟期の異なる品種の抵抗性検定において
は、早期に開花 した花を摘み取 ることに よって早生種の成熟期を遅 らせ、晩生種に近づけ る方法
が適当であると思われた。以上の方法に従って、摘花によって成熟期を調整 した個体に分生胞子
懸濁液を接種 し、既存品種の抵抗性検定を行った結果、奥羽13号 、Macoupie、 花嫁、小出在




においては、抵抗性品種と罹病性品種 との差が全 く認められず、 ダイズの本病抵抗性は棊組織内
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第6図F2(オ シマ シ ロメ/ツ ル マ メ)個 体 の発病 度 の 頻度 分 布



















第7図BlF1(ツ ル マ メ/2*オ シマ シロメ)個 体 の発 病 度 の 頻 度分 布
注)横 線寂 標準偏差を示す
四.薬 剤 に よ る 防 除
紫斑病によるダイズの被害は発芽率の低下や立ち枯れなどの生育初期の障害 と、紫斑粒の発生
に伴 う品質低下が主である。生育初期の障害に対 しては種子消毒が高い防除効果を示 したが、紫
斑粒の発生に対す る種子消毒の効果は必ず しも高 くなかった。紫斑粒の発生を抑えるためには薬
剤の茎葉散布が もっ.とも効果的であった。防除効果の高い薬剤はチオファネートメチル剤および
ボル ドウ液であり、各薬剤の散布適期は、開花21～42日 後 および開花14～28日 後であった。
一方・紫斑粒の発生は・8月 中旬 ・々らρ月第1半 旬の飛散胞子数 と茎葉の発病程度にタつて予測
できることか ら、防除適期内の9月 第1半 旬までに防除要否を診断 し、過剰防除をさけることが
できると思われる。 ,
盟.'ま と め
紫斑病菌の伝染環 の解明 とダイズ組織への侵入行動の観察か ら、紫斑粒の発生は8月 中旬か ら
9月 第1半 旬に黄に感染した菌糸が爽の内表皮に進展 し、子実に侵入す ることに よってひき起 こ
























































































































































審 査 結 果 の 要 旨




よび罹病茎 ・爽でρ本菌の生存率嫡高 く・これらカミ主要な第一次伝染源となる・茎 ・葉の発病程
度と胞子飛散の推移は,紫 斑粒の発生と相関が高 く,こ のことより発病予測が可能である。本病
の発病には組織に関係な く気温および降雨が大きな要因となり,年 次変動はこれによって決定 さ
れる。本菌は胞子発芽による発芽管が直接気孔侵入する場合孝,侵 入肥大菌系を形成 した後,気
孔侵入する場合がある。後者での侵入率は高 く,一 般的侵入法と考えられる。菌糸侵入は直接気
孔か らの場合と,細 胞縫合部上に付着器を形成 し,穿 入糸による侵入がある。子実への菌糸の侵
入は,菌 糸が角皮へ貫穿侵入する場合 と,菌 糸塊を形成.し,角 皮貫入する場合がある。さらに組
織,器 官別に菌糸侵入伸長の差異を明らかに した。ダイズ種子の本病抵抗性は黄組織内の菌糸進
展抑制としてだけ発現するが,ツ ルマメの場合は爽組織内での菌糸進展抑制と子実への侵入阻止
の二段階を経 る。ツルマメ爽の抵抗性はダイズ棊の抵抗性と同 じ機作によるが,ダ イズのそれ よ
りも強 く,ツ ルマメの食用 としての劣悪形質 との関連の低い優性遺伝子に支配され,こ の遺伝子
のダイズ導入によって本病高章抵抗性品種が可能なご孝を示唆した。
以上ρ ように,本 論文提出者は,ダ イズ紫斑病の感染から発病に至る過程を明らかにし,こ の
結 果をもとにツルマメの抵抗性遺伝子 とその導入を試みた。本研究成果は,ダ イズ紫斑病防除に
大きく貢献した。よって審査員一同ば,著 者は農学博士の学位を授与されるに値すると判定 した。
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